
 

 

 

   

 



改正道路交通法施行規則が施行され、飲酒運転根絶の取組みが強化されました。 

   のシルバー人材センターで発生した重篤事故（令和４年２月） 
 
１．男性 71 歳 入院 ［安全帽・安全帯未着用］ 
  林道に飛び出していた枝を取り除くため、斜面に面した樹木に梯子をかけ、重さ約 4kg のエンジンチェンソー 
  を使用して作業を行った。作業中は１名会員が梯子の下半分をおさえていた。梯子から高さ 5m下（梯子高 2m・ 
  斜面高 3m程）に墜落、その後約 10m 斜面を滑落した。頸椎脱臼骨折、頚髄損傷、四肢麻痺。 
２．男性 86 歳 死亡 
  清掃作業中、２階廊下で倒れているところ発見された。転倒の際、頭部を打撲した模様。診断では何の問題も 
  なかったが、その日の夜に急性硬膜下血種、脳挫傷により死亡した。 
３．男性 83 歳 死亡 ［安全帯未着用］ 
  剪定作業中、高低２台の脚立をロープで固定し、高い方から低い方へ移動する際にバランスを崩して転落。肩・ 
  腰・膝を強打し入院。後日、膝を手術中、脚の部分にできた血栓が肺に飛び死亡した。 
４．男性 71 歳 死亡 ［安全帽未着用］ 
  草刈作業中、自分の持ち場に行くため既に作業していた会員の左側を通過する際、刈刃が左太ももに当たり 
  負傷。すぐに病院に搬送したが、外傷性出血により死亡した。 
５．男性 78 歳 入院 
  就業途上、車窓が曇っていたため、車を道路端に停車して車窓の拭き作業をしていたところに後方から車が 
  追突してきた。首の頸椎損傷。 
６．男性 81 歳 死亡 
  家屋とフェンスの間の狭い場所の除草を行うため同現場で作業中であった植木班の四脚脚立を用いてフェンス 
  外側から固定せずに脚立を上りフェンスを跨いで乗り越えようとしたところ、フェンスの向こうに転落し、 
  頭部、頸部を地面に打ち付け、頸髄損傷で死亡した。 
７．男性 69 歳 死亡 ［安全帽着用］ 
  伐木作業中に切った木が掛り木となり、それを取ろうとして根元を切ったところ切った木が跳ね返り会員に 
  木が直撃してしまい、腰の骨の骨折、出血性ショック死により死亡した。 
 
 
 
 
 
   

幸せに⾧生きする秘訣は、たとえ体が衰えても、いまを楽しみ穏やかな気持ちで過ごしていくこと。 
こころの持ちようを変えて健康⾧寿を育みましょう！ 

 
 
 
 

 
           新しいことに臆せずチェレンジします。その姿勢が、喜びに敏感でしなやかな脳を 

育ててくれます。 
 
           何か目標を持ってコツコツ取り組みましょう。自分ならできる！と信じる力が大切。 
           健康習慣も続けられます。 
 
           笑顔は笑顔を招きます。人間関係もまあるくなり、助け合いの関係が自然に 
           つくられていきます。 
 
           読書、映画鑑賞、芸術鑑賞、書道など趣味を持っていることも大切。感性を磨けば 
           頭も元気になり、毎日がイキイキします。 
 
 
                                 
                
 
   ◎ 全ての人にありがとう         ◎ 過去の人生を肯定できる  
 
   ◎ ありのままの自分を愛おしく思う    ◎ 1 人でも孤独感がない 
 
    出典：社会保険出版社「健康長寿カレンダー」より抜粋

生きがいづくりでいつまでもこころ豊かに 

豊かなこころ、ウェル・ビーイングをめざすために大切にしたい４つのこと 
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身の丈であるがままで幸せに 歳を重ねるほど老年的超越のステージへ 

全国各地 


